
⚫ 単位取得等を目的とした修士課程の理系分野（半導体、AI、量子技術、バイオ技術等の分
野）を中心とした国際交流プログラムを策定。（相互に英語コース提供を推奨）

⚫ 実渡航前にオンラインを活用した国際協働学習等を行うことで、日本人学生の参加を促進。また、
留学後にもフォローアップを行うことで、留学の効果を持続させる。

⚫ 学生の留学意欲喚起及び留学効果の最大化のため、プログラムの中に、日本と欧州の研究機
関・企業や国際機関等におけるインターンシップ等を組み込むなど、将来のキャリア形成に資する
取組の実施等を推奨。

事業内容

⚫ 令和5年のG7広島サミットやG7富山・金沢教育大臣会合において、G7国間での留学生交流の拡大や大学間連携
の深化の重要性が共有された。

⚫ G7のうち、英、仏、独、伊の4か国が含まれる欧州（EU諸国等）には、教育研究力の高い大学が多くあるとともに、
近年の国際情勢を踏まえ、我が国と同様に、経済安全保障の要請が高まりを見せており、先端分野を中心とした国
際的な学生・大学間連携において共通の課題を抱えている。

⚫ 他方、欧州に留学する日本人学生の教育段階は、文系の学士課程に偏っている。また、修士課程において、留学先
として欧州を選択する日本人学生は、アジアを選択する学生の割合と比較して未だ少なく潜在的な需要が見込まれ
る。

経済安全保障上の課題を共有し、日本人学生の留学先として潜在需要が見込まれるEU等の大学との修士課程に
おける人的交流を今後強化
⇒経済安全保障上の重要な分野を中心とした、単位取得等を目的とする国際交流プログラムの策定・実施を支援し、将来
の先端分野等における研究協力へと繋がる人的ネットワークを形成。

採択件数・単価
タイプA. 交流型 ：約16百万円×7件程度
タイプB. プラットフォーム型：約23百万円×1件程度

事業実施期間 令和6年度～令和10年度（予定）

（担当：高等教育局参事官（国際担当））

EU加盟国を中心とした欧州の大学との、質保証を伴う修士課程単位取得プログラム等の策定・実施

現状・課題
日本人留学生には、修士で欧州へ留学する潜在需要が見込める

＜欧州へ留学する日本人学生の教育段階（2021年度）
＞
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（独）日本学生支援機構調べ

大学の世界展開力強化事業
～EU諸国等との大学間交流形成支援～

アウトプット（活動目標） 短期アウトカム（成果目標） 長期アウトカム（成果目標）

⚫ 質の高い単位互換プログラム等の策定・実施
⚫ オンラインを活用した国際協働学習プログラムの策
定・実施

⚫ 質・量ともに充実した留学生交流の実現
⚫ 日本人学生の質の高い留学への意欲喚起・参加
促進

⚫ 教育研究力の高い大学間の人的ネットワークの基
盤形成による両国の大学の国際通用性・競争力の
向上

⚫ 協働による異文化適応力やリーダーシップの強化に
よるグローバル人材の育成

令和6年度予算額 1億円０

（新規）
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